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北海道十勝地方の下部更新統長流枝内層から産出した
ガムシ属とゲンゴロウ比較種の化石

乙幡康之 1)

The Fossil of Hydrophilus sp. (Hydrophilidae) and Cybister cf. chinensis (Dytiscidae) 
from the Lower Pleistocene Osarushinai Formation, Tokachi, Hokkaido, Japan.

Yasuyuki OPPATA1)

　は じ め に

　北海道における昆虫相の成立やその変遷について
は，現生種の分布や系統関係から論じられることが多
く，化石記録に基づく検討はほとんど行われていな
い．これは更新世における昆虫化石の知見が乏しいの
が原因と考えられている（林・初宿 2009）．日本の昆
虫化石の検討から，鮮新世～前期更新世には絶滅種と
現生種が共存し，絶滅種のほとんどは前期更新世末～
中期更新世初頭には絶滅していることから，中期更新
世以降に現在の昆虫相が形成されたと考えられている
（林 2017）．
　今回，十勝地方の下部更新統長流枝内層から多くの
甲虫化石を得ることができた．これらの化石について
分類学的検討を行った結果，大型水生甲虫のガムシ属
Hydrophilus及びゲンゴロウ比較種 Cybister cf. chinensis

を確認した．
　水生昆虫を代表するガムシ属とゲンゴロウ属は，止
水域に生息する大型甲虫であり，古環境の復元に有用
な昆虫化石「水域環境の指標昆虫」に位置づけられて

Abstract
  Taxonomic study of large aquatic beetle fossils from the Lower Pleistocene Osarushinai Formation was 
conducted.  As a result, Hydrophilus sp. (Hydrophilidae) and female of Cybister cf. chinensis (Dytiscidae) were 
found.
  The fossil of the Hydrophilus sp. is the oldest record in Hokkaido, but cannot be distinguished from H. acum-
inatus in terms of head morphology.  No fossils of the Cybister have been found in Hokkaido so far, so this is 
likely to be the northernmost and oldest fossil record in Japan.  The fossil of the Cybister is morphologically 
similar to C. chinensis, but has some different morphological characteristics, so it was identified as C. cf. 
chinensis.  The fossil of C. cf. chinensis may be an undescribed species, so comparative studies with Cybister 
specimens from overseas are needed to clarify the species classification.
  It is also necessary to conduct taxonomic studies of unidentified insect fossils, and clarify the beetle fauna 
of the Early Pleistocene of the Osarushinai Formation.

いる（日浦ほか 1984）．産出化石の検討から分類学的，
古生物学的に興味深いことが明らかになったので報告
する．

　地 質 概 要

　十勝平野を広く覆う鮮新―更新統は十勝層群（十勝
累層群）と呼ばれ，下位から本別層，池田層，長流枝
内層，渋山層に区分される（松井 1988）．十勝層群の
区分・境界についてはいくつか異なる見解も示されて
いるが，本研究では松井・松澤（1985）および松井
（1988）の区分に従う．また後述する居辺山層は長流
枝内層として扱う．
　長流枝内層は東部（長流枝内丘陵・幕別台地）と中
央部～西部（帯広盆地）では層相に著しい違いがあり，
東部は流水の影響下で堆積した砂・砂礫層とシルト・
泥炭層が多くの輪廻層を形成し層厚は 100 m前後と
薄い．一方，中央部～西部は南に開口した内湾状の堆
積盆の中心域を示し，浅海～内湾相の厚い砂・シルト
層が卓越し頻繁に貝化石・有孔虫化石が含まれている
ほか，多くの層準に泥炭層がはさまれ海水～淡水相が
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繰り返す．層厚は帯広市周辺で700 m前後とされる（松
澤ほか 1978）．
　居辺川上流から居辺山（427.1 m）周辺には，長流
枝内層上部層に対比される居辺山層が分布する（松
井・松澤 1985）．居辺山層は石狩山地の火山岩類や黒
曜岩礫を特徴的に含む扇状地性堆積物の厚い砂礫層を
主体とし，上流に行くにつれ砂礫層の割合が増加す
る（松澤ほか 1978）．下居辺付近では，亜炭を頻繁に
はさむ陸成堆積物と貝化石を含む浅海成堆積物が繰り
返すことから，陸成～瀕海成の海水準変動を反映した
堆積物と考えられているが，上流の朝陽付近では，亜
炭薄層を挟む板状泥岩に含貝化石の証拠はないこと
から，河川の後背湿地堆積物と判断されている（岡
1999）． 
　本地域の長流枝内層の年代は，礫層に十勝三股の
黒曜岩礫（K–Ar年代 2.15±0.25 Ma，2.12±0.05 Ma，
Wada et. al 2014）を含み，約 1 Maの十勝三股火砕
流（石井ほか 2008）に覆われること，清澄凝灰岩（FT
年代 1.3±0.1 Ma，Koshimizu 1981）の白色軽石を
含む砂礫層や凝灰質砂層を頻繁に含むことから，1.3 
Ma頃と考えられている（乙幡ほか 2018）．
　亜炭層からはトウヒ属 Picea sp.とカラマツ属 Larix 

sp.からなる化石林が複数層から見つかっており，1.3 
Ma頃の寒冷気候下に成立した湿地周辺の針葉樹林の
存在が明らかになっている（乙幡ほか 2018，2020）．
花粉分析によると，前期更新世の 1 Ma頃はトウヒ
属にカラマツ属も加わった極めて寒冷な気候を示す
Larix帯が確認されており，十勝や全道各地から報告
されている（Igarashi 1976；外崎ほか 1982；吉田 
1983；岡・五十嵐 1993, 1996など）．長流枝内層に
おいても寒冷気候が示されており，全体的にトウヒ属
の花粉が優占する（星野・小坂 1978）． 
　居辺川上流の長流枝内層からは，カキ礁 Crassostrea 

gigasやシラトリモドキ Heteromacoma irus，エゾタマ
ガイ Cryptonatica janthostomoidesなどを含む浅海成堆
積物が 1層確認されており（乙幡ほか 2020），海進に
よる浅海環境も存在した．

　化石産出地点

　居辺川沿いのカキ礁を含む浅海成堆積物は，トウヒ
属とカラマツ属の化石林を含む 10枚の亜炭層に割っ
て入るように確認されている（乙幡ほか 2020）．昆虫
化石はカキ礁を含む砂層直下の褐色泥岩層から産出し

た（図 1）．褐色泥岩層は塊状で，新鮮部は青灰色を
呈する後背湿地堆積物である．ここからヤナギ属やイ
ノデ属の葉化石が報告されており（乙幡ほか 2020），
カヤツリグサ科の塊茎や茎・葉など現地性の植物化石
も確認される．

　材料と方法

　昆虫化石はブロック割り法（野尻湖昆虫グループ 
1988）によって泥岩層から抽出した．化石は室内で
クリーニングした後，乾燥によるひび割れや剥がれを
防ぐため薄めた木工用ボンドを数回塗布して乾燥標本
とした．標本はひがし大雪自然館に収蔵している．

１）産出化石と現生種の比較

　現生種の比較標本は，ひがし大雪自然館収蔵の北海
道産のガムシ H. acuminatusとゲンゴロウ C. chinensis

を用いたが，ゲンゴロウについては十勝地方で新たに
採集した新鮮な標本を使用した．現生種と産出化石の
比較検討は，各部位の形態や色などの特徴の他，TL
（全長），EL（上翅長），EW（左右合計の上翅最大幅），
HL（頭部長），HW（眼高の頭部幅）の計測値によっ
て行った．甲虫化石の EWは圧縮に大きく影響され，
計測値が実際の体形を適切に表さないこともある．そ
のため，ガムシ科では前胸背板の計測値と TLもしく
は ELの比率が，ゲンゴロウ科では上翅や腹板が保存
されやすい特性から，圧縮の有無にかかわらず EL/EW 
比を採用する例が多い（Fikáček et al. 2008）．本研究
では，化石の産出部位を考慮し，ガムシ属化石の EL
の推定には北海道産現生ガムシの EL/HL比（4.04～
5.02）を，ゲンゴロウ属化石の TLの推定には十勝産
現生ゲンゴロウの TL/EL 比（1.25～ 1.27）を使用した．

２）ゲンゴロウ属とガムシ属の化石及び遺体出土遺跡

　日本における新生代のゲンゴロウ属とガムシ属化石
の産出状況を把握するために，以下の 8地層と 84遺
跡からの検出記録を集計した．
　［北海道］ユカンボシ C15遺跡（藤山 2002）．［青森

県］新田 1・新田 2遺跡（森・パレオ・ラボ 2010）．
十三盛遺跡（パレオ・ラボ 2014）．［岩手県］向中野館
遺跡（パリノ・サーヴェイ 2007），柳之御所遺跡（岩
手県教育委員 2019），花泉層（直良 1959）．［宮城県］

沼向遺跡（森 2010），仙台城二の丸跡（保谷 1994），
富沢遺跡（森 2004），王ノ壇遺跡（森 2000c），高
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田 B遺跡（森 2000a），中田南遺跡（森 1994a）．［秋

田県］北遺跡（パリノ・サーヴェイ 2001），州崎遺
跡（パリノ・サーヴェイ 2000b）．［山形県］大浦 C遺
跡（草刈 1992），我妻館跡（草刈 1995）．［群馬県］二
之宮千足遺跡（パリノ・サーヴェイ 1992）．波志江中
屋敷西遺跡（森 2005b）．［新潟県］西部遺跡（宮武 
2006），安田層（柏崎ナウマンゾウ研究会 1991），魚
沼層（林 2001）．［富山県］上久津呂中屋遺跡（田中・
松元 2013），小西北遺跡（古環境研究所 2005），石名
田木舟遺跡（パリノ・サーヴェイ 2002），中名 V遺跡
（パリノ・サーヴェイ 2005a），梅原胡摩堂遺跡（藤山 

1996）．［山梨県］音羽遺跡（森 1997d），甲府城下町
遺跡（パリノ・サーヴェイ 2013），小井川・小河原遺
跡（パリノ・サーヴェイ 2005b），大師束丹保遺跡 II・
III区（山梨県埋蔵文化財センター 1997），大師束丹保
遺跡 IV区（森 1997a），宮沢中村遺跡（森 2000b）．［長

野県］貫ノ木層（野尻湖昆虫グループ 1993），下部野
尻湖層（野尻湖昆虫グループ 1996），琵琶島沖泥炭層
（野尻湖昆虫グループ 2000），芋川氏館跡（三水村教育
委員会 2002），松原遺跡（輿水 1996；パリノ・サーヴェ
イ 2000a），屋代遺跡群（興水 1999；長野県埋蔵文化
財センター 2000），中島 A遺跡（百瀬 1985），榎田遺

図 1　昆虫化石の産出地点と層序．

乙幡ほか（2020）を修正して使用 . a: 腐植土 , b: 段丘礫 , c: 亜炭 , d: 泥岩 , e: 砂 , f: 凝灰質砂 , g: 礫 , h: 火山灰 , 
i: 流木化石 ,j: 立木化石 , k: 植物化石 , l: 貝化石 , m: 昆虫化石 .

Fig.1  The Location of insect fossils, and Stratigraphy of the Oribe River.
Modified from Oppata et al. (2020). a: Topsoil, b: Terrace gravel, c: Lignite, d:Mudstone, e: Sand, f: Tuffaceous sand, g: 
Gravel, h: Tephra, i: Drift wood fossil, j: Standing wood fossil, k: Plant fossil, l: Shell fossil, m: Insect fossil.
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跡（パリノ・サーヴェイ 1999a），辻前遺跡（パリノ・サー
ヴェイ 2003）．［岐阜県］宮ノ前遺跡（森 1998a），柿
田遺跡（千藤 2005）．［静岡県］川合遺跡（森 1995），
池ヶ谷遺跡（森ほか 1993），角江遺跡（森 1996b）．［愛

知県］田所遺跡（森 1997b），大毛沖遺跡（森 1996a），
大毛池田遺跡（森 1997c），門間沼遺跡（森 1999c），
西上免遺跡（森 1997b），毛受遺跡（森 1999b），八王
子遺跡（森 2002），山中遺跡（森・前田 1993b），猫
島遺跡（森 2003），長野北浦遺跡（奥野・蔭山 2010；
奥野 2012b），下津北山遺（森 2000f），上品野遺跡
（森 2005a），一色青海遺跡（森 1998b；奥野 2011，
2014），勝川遺跡（森 1992），町田遺跡（森・伊藤 
1989；森 1992），朝日遺跡（森ほか 1992；森 1994b，
2000d），清洲城下町遺跡（森・伊藤 1990），志賀公園
遺跡（森・上田 2004），岩作城跡（森 2000e），大脇城
遺跡（森 1999d，2001b），中之郷北遺跡（森 2006），
川原遺跡（森 2001c），上橋下遺跡（森 2007a），下懸
遺跡（森 2009），岡島遺跡（森・前田 1993a），室遺跡
（森 1994c），吉田城遺跡（堀木 1995；森 1998c）．［三

重県］宇賀遺跡（森 2001a），鬼が塩屋遺跡（奥野・森 
2009），筋違遺跡（森・奥野 2014）．［大阪府］鬼虎川
遺跡（日浦 1980；日浦ほか 1984），水走ハス田土層
（日浦ほか 1984），亀井遺跡（日浦ほか 1984），船橋遺
跡（初宿 2021）．［兵庫県］原田処理場遺跡（日浦ほか 
1984）．［奈良県］藤原宮跡（奥野 2012a；木村・庄田 
2013）．［島根県］姫原西遺跡（森 1999a），古屋敷遺
跡（島根県教育庁埋蔵文化財調査センター 2017）．［香

川県］川津川西遺跡（信里 1997；香川県埋蔵文化財調
査センター 2000），城泉遺跡（森・竹原 2017），須田・
中尾瀬遺跡（高橋 2018）．［福岡県］下月隈 C遺跡（森 
2007b），井相田 D遺跡（パリノ・サーヴェイ 1999b），
尾崎遺跡（パリノ・サーヴェイ 1993）．［大分県］津房
川層（林ほか 2003），平原層（林ほか 2005）．

古生物学的記載

Order Coleoptera Linnaeus, 1758 コウチュウ目

Family Hydrophilidae Latreille, 1802 ガムシ科

Subfamily Hydrophilinae Latreille, 1802 ガムシ亜科

Genus Hydrophilus Geoffroy, 1762 ガムシ属

Hydrophilus sp.

ガムシ属の一種（図 2A）

標　本：HRMNH–FO–1128

部　位：頭部
計測値：HL 7.6 mm, HW 6.2 mm
記　載：
　頭部は黒色でやや縦長．中央から 3方向に条線があ
る．
備　考：
　HL 7.6 mmでその形態及び縫合線の特徴から，ガ
ムシ科ガムシ属 Hydrophilus であると考えられる．
現生ガムシ属は世界に 48 種，国内にはガムシ H. 

acuminatus，エゾガムシ H. dauricusおよびコガタガム
シ H. bilineatus cashimirensisの 2種 1亜種が知られて
おり，北海道にはガムシ（全域）とエゾガムシ（東
部）が分布する（Short and Fikáček 2011；簑島ほか 
2022）．
　現生ガムシ及び化石種との比較検討を行った結果，
チェコ共和国の H. cf. pistaceus化石（前期中新世）及
び地中海西部に分布する現生 H. pistaceusとは，HW
により区別される．現生ガムシとは，HWでは区別
できないが，HL/HW比が 1.23で現生ガムシよりも
面長である（表 1）．現生のエゾガムシ及びコガタガ
ムシにおいても比較検討が必要である．現生ガムシの
EL/HL比（4.04 及び 4.48～ 5.02）から本化石の EL
は 31～ 38 mmと推定される．

Family Dytiscidae Leach, 1815 ゲンゴロウ科

Subfamily Cybistrinae Sharp, 1880 ナミゲンゴロウ亜科

Genus Cybister Curtis, 1827 ゲンゴロウ属

(Subgenus Cybister Curtis, 1827)

Cybister cf. chinensis Motschulsky, 1854

(female) 
ゲンゴロウ比較種 ( ♀ )
（図 2B–D, 図 3A, C）

標　本：HRMNH–FO–1127
部　位：左右上翅，腹部腹板
計測値：左 EL 27.0 mm (17.6 + 12.6 mm)，左 EW  

10.1 mm (10.1 mm, 8.3 mm)， 右 EL 24.9 
mm (15.8 + 7.5 + 3.7 mm)，右 EW 7.6 mm 
(7.6 mm, 6.6 mm, 3.5 mm)， 腹 部 腹 板 長 
(2.9 mm, 1.9 mm)，腹部腹板幅 (9.5 mm, 6.0 
mm)．推定 TL 34 mm．

記　載：
　上翅縁に黄色帯を有するが側縁には達しない．黄色
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帯は翅端部に向かって徐々に細くなり雲状紋を持つ．
上翅は翅端部と会合部付近を除いて直線状で独立した
縮刻が発達する．腹部腹板は黄色で上下縁は黒色であ
る．
備　考：
　EL 27 mm（推定 TL 34 mm）で上翅縁に黄色帯を
有するが側縁に達しないこと，縮刻を持つことから，
本化石はゲンゴロウ科ゲンゴロウ属ゲンゴロウ亜属の

雌であることは明らかである．東アジアの現生種でこ
れらの特徴を有するのは，C. bengalensis，ゲンゴロウ C. 

chinensis，C. guerini，C. lateralimarginalis torquatus，フ
チドリゲンゴロウ C. limbatus，ヒメフチドリゲンゴロ
ウ C. rugosus，C. ventralisの 7種である（Jiang et al. 
2023; Nilsson and Hájek 2024a，2024b）．そのうち
ゲンゴロウと C. lateralimarginalis torquatusの黄色帯は
翅端部に向かって徐々に細くなり雲状紋を持つが，残

図 2　ガムシ属化石 (A) とゲンゴロウ比較種の化石 (B–D)．
A: 頭部 , B: 上翅と腹部腹板 (st), C: 左上翅の翅端部 ( 拡大 ), D: 上翅中央部 ( 拡大 ).
Fig.2  The fossils of Hydrophilus sp. (A), and Cybister cf. chinensis (B–D).
A: Head, B: Elytra and Sternites, C: Apical part of left elytron (expansion), D: Middle part of  elytra (expansion).
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図 3　ゲンゴロウ比較種の化石 (A, C) と現生ゲンゴロウ (B, D)．
左上翅の基底部～中部 (A: 化石 , B: 現生 ). 左上翅の翅端部 (C: 化石 , D: 現生 ).

Fig.3  The fossils of Cybister cf. chinensis (A, C), and recent C. chinensis (B, D).
Basal and middle part of left elytron (A: fossil, B: recent). Apical part of left elytron (C: fossil, D: recent).

表 1　ガムシ属化石及び現生ガムシの計測値 (mm)
Table 1  Boby measurements (in mm) of fossil Hydrophilus and recent H. acuminatus

Taxon Locality EL EW EL/EW HL EL/HL HW HL/HW
Recent species

Hydrophilus acuminatus, ♂ Hokkaido, Japan 28.7 18.2 1.58 7.1 4.04 6.2 1.15

Hydrophilus acuminatus, ♀ Hokkaido, Japan 26.6-32.6 12.1-19.4 1.68-2.20 6.5-6.9 4.48-5.02 5.7-6.7 1.00-1.19

Hydrophilus pistaceus1) western Mediterranean 28-31 18-20 1.55-1.56 ― ― 8-10 ―
Osarushinai Fo. (Early Pleistocene)

Hydrophilus sp. Hokkaido, Japan ― ― ― 7.6 ― 6.2 1.23
Fossil species (Early Miocene)

Hydrophilus cf. pistaceus1) Bílina, Czech Republic 32.0-35.0 22.0-24.0 1.45-1.46 ― ― 10.0 ―
1)After, Fikácek et al.(2008)
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り 5種の黄色帯は翅端部が釣針の先端部のように広
がる特徴を持つ．腹部腹板の色は C. lateralimarginalis 

torquatusが黄色，ゲンゴロウは黄色で縁が黒色，残
りの 5種は黒色である（森・北山 2002；Jiang et al. 
2023）．
　産出化石の上翅の黄色帯は翅端部で細くなり，釣針
の先端部のようには広がらないこと，翅端部に雲状紋
が確認されることから，C. lateralimarginalis torquatus

もしくはゲンゴロウに類似する．本化石には腹部腹板
と思われる部位も産出しており，これが同一個体のも
のと仮定すると，黄色で縁が黒色の腹板を持つゲンゴ
ロウの可能性が高い．
　ただし，本化石は現生ゲンゴロウに類似するもの
の，推定体長 34 mmでやや小型なこと，EL/EW比
が 1.34で現生ゲンゴロウと体形が異なり細身なこと
（表 2），直線状で独立した上翅縮刻を持ち，上翅会合
部付近の縮刻が疎ら～ほとんどない（図 2D・図 3）．
これらの特徴を考慮して，本化石をゲンゴロウ近似種
に同定した． 

　新生代における日本のガムシ属化石

　ガムシ科の化石は中生代ジュラ紀から知られ，ガム
シ属はヨーロッパを中心に暁新世，漸新世，中新世な
どからの報告があるが，これらの多くは現在の属の概
念が確立される以前の古い記録であるため，誤同定の
可能性が高く，分類学上の位置づけも未解決とされる
(Carpenter 1992)．分類学的検討がなされているガム
シ属は，チェコ共和国から産出した前期中新世の H. 

cf. pistaceusがある（Fikácek et al. 2008）．
　国内のガムシ属化石は後期鮮新世から出現してお
り（図 4），後期鮮新世の大分県津房川層（3.2 Ma，
Hydrophilus sp.），前期更新世の新潟県魚沼層（1.8 Ma
頃，Hydrophilus sp.），中期更新世の大分県平原層（0.6 
Ma，Hydrophilus sp.），後期更新世の新潟県安田層（0.13
～ 0.09 Ma，H. acuminatus），長野県の琵琶島沖泥炭
層（0.1～ 0.07 Ma，H. acuminates），同じく下部野尻
湖層（0.05 Ma前後，H. cf. acuminates），岩手県の花
泉層（0.04 ～ 0.02 Ma，Hydrous acuminatus）などか
ら報告されている（直良 1959；柏崎ナウマンゾウ研
究会 1991；野尻湖昆虫グループ 2000；林 2001；林
ほか 2003，2005）．現生種のガムシは中期更新世か
ら出現しており，本州の先史～歴史時代の遺跡では多

表 2　ゲンゴロウ属化石及び現生ゲンゴロウの計測値 (mm)
Table 2  Boby measurements (in mm) of fossil Cybister and recent C. chinensis

Taxon Locality TL EL EW EL/EW
Recent species

Cybister chinensis, ♂ Hokkaido, Japan 37.4-37.6 29.5-30.0 20.6-20.8 1.43-1.44

Cybister chinensis, ♀ Hokkaido, Japan 37.8-38.8 30.0-30.9 21.0-22.0 1.40-1.43

Cybister lateralimarginalis1) Europe 29-36 24-29.5 16-20.5 1.49 

Cybister tripuncatus1) Europe 21-28 17.2-23.0 11.2-15.0 1.54 

Cybister vulneratus1) Europe 22-27 16.0-20.8 11.2-14.1 1.50 
Osarushinai Fo. (Early Pleistocene)

Cybister cf. chinensis, ♀ Hokkaido, Japan ― 27.0 20.2 1.34
Fossil species (Miocene)

Cybister agassizi1) Baden, Germany 37 27.4 20.1 1.36 

Cybister atavus1) Baden, Germany 24-28 20.5 16.8 1.22 

Cybister fractus1) Stavropol, Russia 34-39 28.5 20.7 1.38 

Cybister imperfectus1) Tomsk, Russia 20-23 17 14 1.21 

Cybister mancus1) Tomsk, Russia 23-27 20 14.3 1.40 

Cybister nicoleti1) Baden, Germany 24-28 20.4 21.1 0.97 

Cybister rotundatus1) Tomsk, Russia 26-30 22 17 1.30 

Cybister cf. rotundatus1) Bílina, Czech Republic 27-31 22.8 17.3 1.32 

Cybister sp.1) Bílina, Czech Republic 29 22.5 18.5 1.22 
1)After, Fikácek et al.(2008)
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く産出する．

　新生代における日本のゲンゴロウ属化石

　ゲンゴロウ属は世界に 98種 9亜種，そのうち Cy-

bister亜属は 52種 6亜種，Melanectes亜属は 42種 3
亜種が知られ，国内からは Cybister亜属 4種 1亜種，
Melanectes亜属は 2種の 6種 1亜種が確認されてい
る（Nilsson and Hájek 2024a，2024b；渡部・吉富 
2022）．
　ゲンゴロウ科の化石は，ガムシ科と同様に中生代
ジュラ紀から知られている (Carpenter 1992)．ゲンゴ
ロウ属は前期中新世バーディガリアン期（チェコ共和
国）や中新世（旧ソビエト連邦）から確認され，7種
の化石種が旧北区西部の中新世から報告されている
(Carpenter 1992；Fikácek et al. 2008)．
　国内のゲンゴロウ属化石は，本州の後期更新世以降
に現生種が確認されており（図 5），後期更新世の新
潟県安田層（0.12 Ma，C. japonicus，C. cf. brevis），長
野県貫ノ木層（0.07～ 006 Ma，C. brevis），岩手県花
泉層（0.04～ 0.02 Ma，C. cf. japonicus），宮城県富沢
遺跡（0.02 Ma，C. japonicus）などから報告されてい
る（直良 1959；柏崎ナウマンゾウ研究会 1991；野尻
湖昆虫グループ 1993；森 2004）．また本州の先史～
歴史時代の遺跡ではゲンゴロウ属は多く産出する．ゲ

ンゴロウ属の化石は，日本では古い時代ほど高緯度の
地域から産出する傾向があり，先史～歴史時代以降に
現在の分布が形成された可能性がある．
　これまで北海道からゲンゴロウ属の化石は見出され
ておらず，国内の化石記録も後期更新世以降に限定さ
れるため，報告する長流枝内層のゲンゴロウ属比較種
は，北海道で初めて確認され，国内最北かつ最古の可
能性が高い．

　ま と め

　下部更新統長流枝内層から産出した大型水生甲虫化
石について，分類学的検討を加えた結果，ガムシ属
Hydrophilusの一種（ガムシ科）とゲンゴロウ比較種
Cybister cf. chinensis（ゲンゴロウ科ゲンゴロウ属ゲン
ゴロウ亜属）の雌であることが明らかになった．北海
道における前期更新世の甲虫化石はほとんど報告され
ていないため，多くの昆虫化石を産出する居辺川の長
流枝内層は貴重である． 
　ガムシ属の化石は，北海道では最古の記録となる
が，現生ガムシとは頭部の形態では区別が困難である
が，やや面長である．今後より多くの化石を見出すと
ともに，エゾガムシ等の現生種との比較検討も必要で
ある．
　ゲンゴロウ比較種は，北海道で初めて確認されたゲ
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図 4　新生代における日本のガムシ属化石の産出状況．

● : ガムシ , ○ : ガムシ比較種 , △ : コガタガムシ比較種 , × : ガムシ属 .
Fig.4  The occurrence of Cenozoic fossils of the genus Hydrophilus in Japan.

● : H. acuminatus, 〇 : H. cf. acuminatus, △ : H. cf. bilineatus caschmirensis, × : Hydrophilus sp.
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